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しタイの地質に関する会議①

チェンマイ大学1973年

バン=1ク･巨SCAP事務局通信

幾

沢田秀穂

1973年12月5目から9目までタイ国北部の古都チェン

マイにあるチェンマイ大学において標題(Con壬erence

ontheGeo1ogyofThai1and)の会合カミ行なわれ筆者

は幸いこの会合に参加の機をえたので次にその模様を

紹介申上げたい.

この会合は本来同大学に地質教室の新しい建物がで

きる記念にタイの地質と鉱床に関する会合として計画

されたもので1973年8月15-19目に実施の予定であっ

たがその建物の完成カミおくれたため日程･会名とも

上記の様に変っている.筆者の他日本人としてはCC

OPへ地質調査所から派遣の沢村技官エカフェ関係で

はメコン事務局のDr･D･R･W0甑MANカミ参加した.

チェンマイ大学と共に地質教室のあるこの国唯二の大学

一チュラ!レンコルン大学からは筆者の最後の教え子でも

あるMr.VI§mが唯一人しかも私費で参加したのみで

あり欧米人の参加もチェンマイ大学の英人･カナダ人
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教師とDLW0R醐畑の他にはみられ桓かった.

会合は初めの三目間が講述と討議にあと二目間が野

外見学にあてられた.初目の5目はチェンマイ大学地

質教室主任DLPRINYANUT畑AYAの簡潔な開会の辞に

始り直ちに同大学教師団によるタイ国の先寒武系

古生界中生界新生界の概観がありつづいて6氏に

よる先寒武紀古生代に関する個別の講述に移り6目午

前に及んだ.第2目の6目には古生一中生代の個別

講述つづいて新生代の個別講述があり筆者も1973年

春チュラルンコワレン大学の学生諸君の野外実習の所見聞

した新期堆積物についての知見をのべる機を与えられた.

6目午後にはタイの層序及ぴ火成･変成活動に関するパ

ネノレディスカッションカミ行なわれ第3目の7目はタイ

の地質構造に関するパネノレディスカッションコｰヒｰ

ブレｰクの後は一般討議カミ行なわれ筆者の閉会に当っ

て贈る言葉をもって正午議場における会合を終った.

第4日8目はチェンマイｰラムパンｰパヤオ

の谷の地質見学次の9目にはチェンマイｰフ
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アンの谷の地質見学カミ実施された(第1図).

この他新しい地質教室の施設が公開され最終

年の学生諸君によるマンガンの分光々度計によ

る迅速決定のディスプレｰがあった.

この会議は室内･野外ともチェンマイ大学の

極めて有能なNUTALAYA教室主任を中心とする

教師団･学生諸君その他の絶大な努力によって

すばらしい成果をあげたカミこの種の会議は筆

者の知る限りでは近年この国の大学で行われた

例がなく学稚的な講述討論の他には余計なこ

とは一切はぶかれ時刻も定刻におくれること

は殆どなく本当の地質を学んでいる人々のみ

の会議であり顕官大家の空疎な話も地質･

鉱山分野の権威とされてきた高齢の士の教科書

的訓話も聞かれず室内野外を通じ多くの参加

者が真筆な態度で平等な資格で学びあったこ

第1図タイ北東隅と野外見学路を示す図�
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とはこの国に10余年をすごす筆者の初めての体験で

正に1973年10月の革命的動乱にも比べるべき要素をもち

この国の(精神的に)若い一難の人々が地質の分野で

も新しい動きをみせていることをはっきりと感じること

ができた.参会者の中には前述したビスット君の様に

チュラノレンコノレン大学から唯一人しかもその教師団中の､

最年少者の身で(上司の意に反いてかもしれず)参会し

た人の他に二人私のかつての教え子でもある女性地質

技師MissN眺R亙PIsとMissSUP畑0RNがこれも私費

ではるばるこの会議のためにバンコクからやってきて

おりこの三人は特に熱心に室内野外とも活動して“･る

のをみて私は心から嬉しく又誇らかに思った.しか

し彼等三人カミ私と共にチェンマイ大学の室内設備の見学

をした時彼等の学んだ大学では全くみることもなかっ

た多くの機械器具をまのあたりし又教室主任を中心と

する教師団の一致協力した熱心な活動をみて私がかつ

て彼等に｢今のままではあらゆる点でチェンマイ大学の

方が地質の分野ではよくなるだろう｣といつもいってい

た事を思いだしているらしい様子カミその言動にみえ

ビスット君の如き写真の引伸器カミ付たるかも知らないの

を見た時はただただ胸ふさカミる思いがするのみであっ

た.

次に各講述の内読者諸氏の興味あるいは活用の対象

と匁ろうかと思われるもの若干をご紹介したい.

｢タイ国の変成岩概観｣は1973年チュラノレンヨルン

大学からチェンマイ大学に転じたカナダ人KγCム映

BELL博士によるもので｢タイの地質構造要素と基盤複

合岩体の露出｣と題する250万分の1の地図を伴う(第

2図).氏はこの基盤複合岩体の露出を仮に名付けて

次の9地区としている:

1)ChiengSaenmassif相当物および/又はその一部

2)WiangPaPao片岩

3)Chiengmai･Tak片麻岩帯

4)BanRai複合岩体

5)Kanchanaburi(カンチャナブリ)片麻岩類

6)HuaHin片麻岩

7)Thabsake片麻岩

8)Ranong片麻岩

9)Chonburimassi王

氏によればこれら基盤複合岩体の露出全部が先寒武紀

の岩石からなるわけではなくその露出の大なるものの

中には石炭紀及びこれより新しい(?)送入のため生じ

た火成岩類を含むものがかなりある.更に又この基盤

複合岩体の片麻岩や片岩を生じた変成作用が皆が皆先寒
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タイ国における既知基盤複合岩体と主要構造線帯との分布図

(CA皿p囲LL,K.V｡&NUTALAYA,P.〔1973〕の図により沢田面)
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武紀に起ったものということもできかたい.高度の変

成作用の時代カミ先寒武紀とはっきりしているのはごく少

数の地域に限られ(乱)タイの片麻岩はすべて先寒武紀の

地層や変成作用を示すものであり(b高度の変成作用

を示す鉱物の存することは変成作用の時代決定に役立

つとするのは早計である.タイで働いている地質技師

の中にはかかる論を信ずるものが多いカミ今日までの

調査はその歎きわめて少なく且不完全なものであって

基盤露出部全部にこれをあてはめることはできない.

1)chiengs鵬皿m棚sif相当層及び/又はその一部

BAU皿その他(1970)の北タイ地質図によればメコン

河南岸ChiengSaen付近に時代未詳の花闇岩と後期三

畳紀より古い花開岩並に花闇閃緑岩(一部斑状)を記し

同じ地区のメコン河を渡った所にW0脈M畑(1972)は

ChiengSaen㎜assifのラオスにおける最南部を記して

いる.Wo蝋MANによればこのmassifは先寒武紀複合

岩体の一部と考えられ粗粒優白質花陶岩で葉状構造を

示さたいものからなるという.この花開岩は地域によ

っては数種の片麻岩の部分があり;結晶片岩類石灰質

片岩変質石灰岩黒雲母片岩角閃片岩などの小帯を

ふくむ眼状片麻岩がみられる.Wo肌M州の考では

ChiengSaen北東の地域のこれら花闇岩状岩類はすべて

基盤複合岩体に属するか又はそれから古生代及び/又

は中生代の造山期に再可動化作用(remobi1isation)の下

に生じたものであるとする.

本論においてはメコン河南岸のこの地域の花開岩質岩

類はChiengSaenmassifのものと同一としておく.

2)WiangPaPa0片岩(Nuta1aya私的通報1973)

高変成度の黒雲母一珪線石片岩と黒雲母片岩の露出が

A㎜phoeWiangPaPaoの北々東約16kmNamMae

Koに沿いみられる.その分布範囲は未詳であるか

この川の河床に沿っての露頭は3km以上に及ぶ.岩

石は中一粗粒暗灰葉状構造著しく平均長さ5cm以

上の珪線石の斑状変晶を含む.他の成分としては石英

斜長石及び鱗状変晶質黒雲母及び白雲母がみられる.

これら片岩類は古生層の不整合に覆う所と放りNUTA･

LAYAは先寒武紀のものと考えている.

3)Chie皿gmai-Tak片麻岩帯

BRowNその他(1951)がチェンマイ西方から先二畳系

を報じたのが最初で之によればその中には準片麻岩類

がありこれは一見した所化闇岩の溶けたものが恐ら

くカンチャナブリ統に属すと思われる頁岩砂岩中に

層々貫入して生じたものの如くであるという.

BAUMその他(1970)はこれら諸君を更に詳述しそ

の露出は長さ約120たm幅50kmに及ぶ南北方向の一

視背斜の蒜部をなすものとしている.片麻岩類と片岩

類とは本来堆積岩であったものが強い影響を構造的

た深部におけるanateXiSと花開岩化作用とからうけてで

きたものとされている.これら諾岩を不整合におおう

ているものは変成度のこれより低い寒武紀奥陶紀の地層

でその源岩と高度の広域変成作用との時代は先寒武紀

と考えられている.この結果は重要でBムUMその他

のこの成果以前にはタイの片麻岩様岩類はただ先二畳

紀としてしかわかっていなかった.二次的花崩号化作

用とanateXiSとは基盤複合岩類に対し初期石炭紀造

山作用の際影響を与えたものと思われる.

チェンマイの南では片麻岩類の層序はBムU皿その他

によれば次の如くである:

最上部:一黒雲母結晶質石灰岩(20m)

一薄層をなす石灰質及珪岩質岩類(20m)

一細粒片状眼状片麻岩類で緑泥石化した黒雲母少量を

伴う(500m)

一黒雲母片岩類で結晶質石灰岩を挾有する.しばし

ば石灰一珪酸鉱物類に移化(厚さ未詳)

深度カミ大となるに従いanateXiSの度が知りその結果層

序区分が不明瞭となる.

チェンマイ北酉における岩類はBAU皿その他によるに

烈しく橘曲をうけた一連の粗粒片麻岩類結晶質石灰岩

石灰一珪酸鉱物岩類及び黒雲母片麻岩類よりたり石英

礫の礫岩類を含む.この礫岩からするとかかる変質水

成岩類の中には更に古い結晶質源岩に由来するものが

あると思われる.

Bhumipo1ダムの付近SamNgaoの西にPIYムsIN

(1972)の報ずる所では先寒武紀片岩片麻岩カミみられ

る.片岩は灰乃至灰褐色葉状構造の発達著しく線

構造をもつ.片岩類中の鉱物としては石英斜長石

黒雲母白雲母局部的に少量の柘榴石珪線石董青

石ビニ石および緑泥石がある.これらの岩石は結

晶質石灰岩片峯類の上にのるがこの片岩類は白色から

淡灰緑色塊状粗粒粒状変晶質から葉状構造を示し珪

岩および石灰珪酸鉱物を挾有する.これら片状諾岩の

鉱物の中には方解石がありこれに伴って副次的に石英

･斜長石･黒雲母･緑簾石･勘簾石文局部的に免閃石･

透角閃石･透輝石･柘榴石･白雲母及び電気石がある.

Bhumipo1ダム地区の片麻岩は黒雲母一徹斜長石片麻

岩で;灰色塊状線状構造発達し微斜長石と黒雲母と

からなり副次的に白雲母･斜長石･石英を含む.局

部的に少量の珪線石･緑簾石･緑泥石･燐灰石･風信子�
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鉱および電気石がみられる.

NUT蛆虹A(1973)によればBhumipo1ダムの片麻岩

類は先寒武紀の結晶質石灰岩石灰珪酸鉱物岩類雲

母片岩および黒雲母微斜長石片麻岩の挿入された一連の

ものであり(aninetrca1atedsequence)四つの変成期カ主

これら諸岩中に現れている.第1期は貴柘榴石角閃岩

相中にあったもので構造的には貫入層面片理(apene-

trativebeddingP1aneschistosity)発達や等斜福曲運動

と同時のものである.第2の黒雲母帯中の変成作用の

発達したのは転位努開s1ipc1eavagesや横臥榴曲の生成

期中であった.これにつづいて熱性変成作用があり

これはこの地区の両雲母花嵩岩類の迷入に伴うものであ

る･その結果諾岩は紅柱石や茎青石の組合せを更に

うげることとなる.逆戻りの絹雲母一線泥石の生成は

第4すなわち最後の作用を記録するものである.

HEI皿とHIRsc亘I(1939)(BR0wNその他1951に引用)

カミ最初にTak西方の雲母片岩千枚岩を挟む眼状準片麻

岩或は花陶片麻岩の一帯を報じている.それによると

これら諾岩は巨晶花陶岩の小派により切られ局部的に

電気石燐灰石を伴う.

チェンマイ大学のTakにおける未公表成果(1971)に

よれば片麻岩状岩類は2帯をなして存しこれを分つ

ものは後期古生代および中生代堆積岩類の地塊断層によ

って切られたものである(b1ockfau1ted).東帯は大部

分花陶片麻岩よりなりこの片麻岩は酉の万古生層の

石灰岩上に衝上している.不変成帯の西側には先寒武

紀のものといわれる斑状変晶質片麻岩類と石灰珪酸鉱物

岩類との西帯がある.

C畑P醐皿(1973a)の報ずる所ではこの片麻岩帯は

見かけの厚さ3km程度で各級粒度の長石斑状変晶質

片麻岩縞状石灰珪酸鉱物および珪岩質岩類ミグマタ

イト(融合岩)および巨晶花崩岩から怒る.岩石は大

部分準片麻岩でこれに伴うものにミグマタイト正片

麻岩がありこれは送入相よq生じたものである.準

片麻岩は角閃岩相の中性長石･緑簾石･角閃岩亜相に変

質している.初期古生代より後の変形の結果片麻岩

類は片麻岩の酉にある珪岩倉雲母結晶質石灰岩石灰

岩および細粒砕層岩類からなる変成度の低い初期古生代

の(本来は上位にくるべき)地層の上に構造的にはのっ

かっている.この片麻岩帯の西縁には覆瓦状構造東

縁には圧砕のそれぞれの証拠がある.角閃岩相変成作

用に重複して起っているのカミ緑色片岩相中の貫入変形

penβtrativedefomationと局部的再結晶とである.こ

のことが起ったのは初期古生代よりあとで下部古生層

が層序の上からは転倒し又緑色片岩相の変成作用をうけ

たのと同じ時期であったと思われる.

同一地区を更に調査した結果(CAMP駆m:1973b)厚

さ約3-400m長さ少なくとも6k皿の図上に記しうる

単位が長石斑状変晶質片麻岩にあることを認めた.こ

の単位は縞状薄層理の結晶質石灰岩石灰珪酸鉱物岩

珪岩質岩よりなる.この単位の境は周囲の片麻岩とは

不整合的でこれはこの単位の強靱性カミ非常にちがう所

からうけた機械的分離と断層とを反映しているものと信

ぜられる.送入活動には2期あったことがこの片麻岩

体中に認められた(CムMPBE皿:1973b).第1期は淡灰

色粗粒から斑状変晶質花陶片麻岩の生成でこの片麻岩

は長石斑状変晶質片麻岩に避入している.この優白質

花筒片麻岩は周囲のこれをかこむ片麻岩の片麻岩構造

(gneiSSOSity)とは整合的である.花開片麻岩に近く

珪線石のあることカミ認められ変成作用の程度はC博士

カミ前に報じた以上に多分高いものと思われる.第2期

は灰色中粒の花商閃緑岩体の迷入でこれに貫かれる片

麻岩および優白質片麻岩との関係は整合的のこともあ

り不整合的のこともある.所によっては花筒閃緑岩は

長石斑状変晶質片麻岩を交代し斜長石の斑状変晶をカ

リ長石に変えている.花嵩閃緑岩はこれに貫かれる片

麻岩類のそれと平行な弱い葉状構造を示す.

4)臨皿臨i複合岩体

NakhonSawan地区の地質図作成の結果(SRIPATA阯

wAT,個人的通報1973)1969年のタイ全国地質図にあ

るUthaiThani南西の片麻岩は存在しないことがわか

った.先寒武紀の片麻岩は実際はUthaiThani北酉の

BanRai近傍に露出している.この片麻岩は細粒から

粗粒或は眼状の準片麻岩および正片麻岩であって黒雲

母片麻岩黒雲母片岩石灰珪酸鉱物岩類および黒雲母

結晶質石灰岩よりなる.珪線石の存在も報晋られてい

る.

5)カンチャナブリ片麻岩類

BR0wNその他(1951)の報ずる所ではカンチャナブ

リ北酉方のMaeK1ong河谷に露出する片麻岩は不整合

にRatburi石灰岩(上部石炭系から二畳系)の覆う所とな

り従って先二畳紀のものとされていた.Thonburi･

Saphanburi地区において最近地質図作成が行なわれた

結果(BUN0PAsおよび丁亘IRADILOK,個人的通報1973)

MaeK1ongの露出地域の他にもこの地方に二個所片麻

岩地区のあることがわかった.その一つはカンチャナ

ブリ北方にあって東に向って下部古生層上に衝上して

いるという.も一つは三個所中最小の露出でRatbu･三

北酉にあって北酉方向のMaeK1ong線様地または�
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ThreePagoda-Ratburi断層帯とよばれるものの申にみ

られる.

6)Hua亘i皿片麻岩

BR0wNその他(1951)によりHuaHin近傍から北

方にのびる細長い地帯をなして先二畳紀片麻岩のある

ことが記されている.

チェンマイ大学の未公表資料(1973)によればその

範囲はBROwN他の地質図に示されたものよりはるかに

小さくこの地質図(および1969年のタイ全国地質図)

にみられるものの北部は実際は花開岩の迷入体よりなる.

HuaHin片麻岩の時代は現在のところこの最近の調査

の結果先寒武紀のものと考えられている.縞状石灰

珪酸鉱物岩類長石斑状変晶質片麻岩および黒雲母片

岩が露頭構成岩類であり珪線石の存在カミここにもしら

れている.

は下部古生層に属すものではないかと思われる.葉理

を示さぬ花開岩一文象斑岩および巨晶花開岩もみられる.

W㎝KMANの考ではこれは恐らく基盤の再移動部(皿｡b}

1izedfractions)であるか或はその反対に新期花筒岩

活動の諸期のものかもしれないとする.

チェンマイ大学の未公表資料(1971)によるとCho阯

burimassifの北西隅に露出する片麻岩は縞状石灰珪酸

鉱物岩類を含む.

SIR1田0KムKIT及びWONGsAwAT(1972)の地質図幅

調査の結果Chonburi,Rayong両県の片麻岩地区は

BR0wNその他カミその図に示した程大きくもなく連続性

もないことカミわかった.更に1969年のタイ全国地質図

に示された片麻岩でChantaburi北方クメｰル(カンボ

ジア)国境にそってあるものは実際は古生代の堆積岩で.

ある.(つづく)

(筆者は元所員現バンコクESCAP事務局)

7)Th眺sake片麻岩および8)Ram皿9片麻岩

これら露出地域については1969年タイ全国地質図に

その位置の示されている他は全く資料がない.両地域

ともRanong断層帯中にあるものの様であり恐らく基

盤の細断され来ったものであろう.

9)Cho皿b11rimassif

BR0wNその他(1951)が最初にChonbu･i,Rayong

両県の先二畳紀片麻岩状岩類を記載しこれは著しい長

石の眼状或は斑状変晶質縞状含雲母花開岩類よりなる正

片麻岩の広大な露出であるとした.葉状構造にそって

貫入しているものにレンズ状および薄板状(StringerS)

をたす巨晶花開岩カミありこれには小嚢状の白雲母およ

び時に小結晶体をなす緑柱石がみられる.黒色電気石

の細脈や塊状石英の脈は普通である.

BURm及びBIGN肌L(1969)は早ayong県Khao

ThaphaoKhwamの一試料につき絶対年代調査を行っ

ているがここはBR0wNその他の先二畳紀片麻岩中に

含まれる地域の一つである.この地点の岩石は両雲母

英霊閃緑岩でRb/sr(全岩)年代は272±14皿y,K/Ar

(白雲母)年代72±3myであってこれによりこの露

出部およびRayong北方および北西方の同様の岩石類は

後期石炭紀の片麻岩状或は葉理を呈する花闇岩であるこ

ととなる.

W0R醐AN(1972)によればChonbu工i,Rayong両県

のかかる露出部は大部分先寒武紀の基盤複合岩体に属す.

Chonburi片麻岩は石英長石片麻岩類ミグマタイト類

および各種の花崩岩類よりなる.花陶片麻岩類中また

はその縁辺部には低度変成岩類の帯状体があってこれ
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